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(57)【要約】
【課題】輝度ムラの発生ラインを正確に特定して、輝度
ムラに起因する表示画像の劣化を招来しない液晶表示装
置を実現できる輝度データ取得装置を実現する。
【解決手段】本発明の輝度データ取得装置は、ＴＦＴパ
ネル部１００の表示領域１０１からの照射光を受光する
受光素子１０２の受光量に応じて予め設定された輝度値
を輝度データとして取得する輝度データ取得装置であっ
て、上記受光素子１０２は、上記ＴＦＴパネル部１００
のソースライン単位および／またはゲートライン単位で
受光するようになるので、ＴＦＴパネル部１００の輝度
値を示す輝度データを、ソースライン単位および／また
はゲートライン単位で取得することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルの表示領域からの照射光を受光する受光部の受光量に応じて予め設定さ
れた輝度値を輝度データとして取得する輝度データ取得装置において、
　上記受光部は、上記液晶表示パネルのソースライン単位および／またはゲートライン単
位で受光することを特徴とする輝度データ取得装置。
【請求項２】
　上記受光部は、
　上記液晶表示パネルのソースライン毎および／またはゲートライン毎に設けられた複数
の受光素子からなることを特徴とする請求項１に記載の輝度データ取得装置。
【請求項３】
　上記受光素子は、上記液晶表示パネルに一体的に設けられ、
　上記液晶表示パネルの表示領域からの照射光を上記受光素子に導く導光手段が設けられ
ていることを特徴とする請求項２に記載の輝度データ取得装置。
【請求項４】
　上記導光手段は、
　上記受光素子が上記液晶表示パネルの表示面の表示領域外に設けられているときには、
該液晶表示パネル表示面の表示領域外を覆うベゼル部において、上記表示領域からの照射
光を反射して上記受光素子に導く位置に設けられた反射ミラーからなることを特徴とする
請求項３に記載の輝度データ取得装置。
【請求項５】
　上記受光素子は、
　上記液晶表示パネル表示面の表示領域外を覆うベゼル部の、液晶表示パネルの表示面の
表示領域外に対向する面であって、該液晶表示パネルの表示面からの照射光を受光し得る
位置に設けられていることを特徴とする請求項２に記載の輝度データ取得装置。
【請求項６】
　液晶表示パネルと、
　上記液晶表示パネルに映像信号を供給する映像処理回路と、
　上記液晶表示パネルの表示領域からの照射光を受光する受光部の受光量に応じて予め設
定された輝度値を輝度データとして取得する請求項１～５の何れか１項に記載の輝度デー
タ取得装置とを備え、
　上記映像処理回路は、上記輝度データ取得装置で取得した輝度データを用いて、上記映
像信号の輝度を調整して、上記液晶表示パネルに供給することを特徴とする液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネルの表示領域の輝度を示す輝度データを取得する輝度データ取
得装置及び液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置の薄型化・大型化が進み、その需要が増加している。それに伴って
、今まで以上に高品質な表示性能が求められるようになってきている。
【０００３】
　ところが、液晶表示装置に備えられる液晶パネルは、生産時の何らかの要因により、表
示領域に輝度ムラが発生し、表示品位を低下させている。特に、液晶パネルにおいて、ス
ジ状に発生した輝度ムラは目立ちやすく、このスジ状の輝度ムラによって表示品位を著し
く低下させている。
【０００４】
　例えば図３に示すように、ＴＦＴパネル部１００の表示領域１０１において、矢印Ｙ方
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向（ソースラインに沿う方向）に一様に輝度値が基準輝度値よりも小さい、あるいは大き
い領域１０１ａがスジ状に存在する。このような、輝度値が周囲と異なるスジ状の領域を
、以下、輝度ムラ１０１ａとする。ここで、基準輝度値とは、ＴＦＴパネル全面を同一階
調で表示した場合に得られる輝度値とする。
【０００５】
　上記輝度ムラを解消するために、通常、液晶パネルに入力される映像信号の輝度値を調
整している。例えば、あるソースラインに対応する領域の輝度値が基準輝度値よりも小さ
ければ、その領域は周囲よりも暗いと判断し、そのソースラインに入力される映像信号の
輝度値が大きくなるように調整し、逆に、ソースラインに対応する領域の輝度値が基準輝
度値よりも大きければ、その領域は周囲よりも明るいと判断し、そのソースラインに入力
される映像信号の輝度値が小さくなるように調整する。具体的には、ソースライン毎に対
応する領域の輝度値に応じて、各ソースラインに入力される映像信号の階調データを変換
することで、輝度ムラを解消するようにしている。
【０００６】
　輝度ムラを特定するための技術としては、例えば、液晶パネルの画面全体を画像として
取り込み、画面全体の輝度の状態を測定する測定機器を用いて、ムラを補正するためのデ
ータを作成する技術がある。
【０００７】
　また、液晶表示パネルは、経時変化により表面の輝度が低下して、表示品位を低下させ
るという問題が生じる。
【０００８】
　そこで、特許文献１，２には、液晶パネルの表面の輝度を検出して、輝度補正を行い、
表示品位の低下を防止する技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００１－２６５２９６（２００１年９月２８日公開）
【特許文献２】特開００７－３４２０９（２００７年２月８日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、特許文献１，２に開示されているように、液晶パネルの表面の輝度を検出す
るだけでは、表示画面全体の輝度を検出できるものの、輝度ムラの発生位置、すなわち発
生ライン（ソースライン）を正確に特定することは難しいので、輝度ムラを適切に解消す
ることができず、輝度ムラに起因する表示画像の劣化を招くという問題が生じる。
【００１０】
　なお、輝度ムラの発生ラインを正確に特定するには、液晶表示パネルの表示面をカメラ
等で撮影して、観察者自ら、撮影画像を観察することが考えられるが、大型化、高精細化
が進んだ液晶表示パネルのようにソースラインの本数が多くなれば、全ての輝度ムラを特
定するまでに非常に時間がかかり、また、輝度ムラの発生ラインを正確に特定することが
困難になるという問題が生じる。従って、この場合も、輝度ムラの発生ラインを正確に特
定し難いので、輝度ムラを適切に解消することができず、輝度ムラに起因する表示画像の
劣化を招くという問題が生じる。
【００１１】
　また、輝度ムラの発生ラインを特定するために、上述した測定機器を用いて機械的な処
理による方法も考えられるが、この場合にも、上述した観察者自らが輝度ムラの発生ライ
ンを特定する場合と同様に液晶パネルが高精細化すれば、処理時間が増えるといった問題
が生じる。
【００１２】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、輝度ムラの発生ラ
インの特定を短時間で、且つ正確に行い、輝度ムラに起因する表示画像の劣化を招来しな
い液晶表示装置を実現できる輝度データ取得装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００１３】
　本発明に係る輝度データ取得装置は、上記課題を解決するために、液晶表示パネルの表
示領域からの照射光を受光する受光部の受光量に応じて予め設定された輝度値を輝度デー
タとして取得する輝度データ取得装置において、上記受光部は、上記液晶表示パネルのソ
ースライン単位および／またはゲートライン単位で受光することを特徴としている。
【００１４】
　上記の構成によれば、受光部が、上記液晶表示パネルのソースライン単位および／また
はゲートライン単位で液晶表示パネルからの照射光を受光することで、該液晶表示パネル
の輝度値を示す輝度データを、ソースライン単位および／またはゲートライン単位で取得
することができる。
【００１５】
　これにより、液晶表示パネル上の輝度ムラの発生ラインを、ソースライン単位および／
またはゲートライン単位で取得した輝度データを用いて正確に特定できるので、輝度ムラ
解消を適切に行うことができ、その結果、輝度ムラに起因する表示画像の劣化を抑制でき
る液晶表示装置を提供することが可能となる。
【００１６】
　さらに、受光部の数を増やせば、各ラインの輝度データの取得に係る時間を短縮できる
ので、輝度ムラの発生ラインの特定を迅速に行うことが可能となる。
【００１７】
　上記受光部は、上記液晶表示パネルのソースライン毎および／またはゲートライン毎に
設けられた複数の受光素子からなるのが好ましい。
【００１８】
　この場合、各ラインに対応する領域からの照射光を、ライン単位で一斉に受光できるの
で、輝度ムラの発生ラインの特定をより迅速に行うことができる。これにより、輝度ムラ
の発生ラインの特定を短時間で、且つ正確に行い、輝度ムラに起因する表示画像の劣化を
招来しない液晶表示装置を実現できる。
【００１９】
　上記受光素子を、上記液晶表示パネルに一体的に設け場合、上記液晶表示パネルの表示
領域からの照射光を上記受光素子に導く導光手段をさらに設ける必要がある。
【００２０】
　上記受光素子と導光手段との位置関係は、以下のようにするのが好ましい。
【００２１】
　上記導光手段は、上記受光素子が上記液晶表示パネルの表示面の表示領域外に設けられ
ているときには、該液晶表示パネル表示面の表示領域外を覆うベゼル部において、上記表
示領域からの照射光を反射して上記受光素子に導く位置に設けられた反射ミラーからなる
ことが好ましい。ここで、反射ミラーは、ベゼル部において、液晶表示パネルの最も受光
素子に近い表示領域からの照射光の、該反射ミラーへの入射角度と、該反射ミラーからの
出射角度とが等しくなる位置に設けられていることが好ましい。
【００２２】
　従って、上記受光素子は、対応するソースラインあるいはゲートラインに沿った少なく
とも一部の領域からの照射光がベゼル部に設けられた反射ミラーに反射した光を受光する
ことになる。
【００２３】
　通常、液晶表示パネルに発生する輝度ムラのうち、目立つ輝度ムラは、ソースラインあ
るいはゲートラインに沿って一様に発生するものであるので、上記のように、ソースライ
ンあるいはゲートラインに沿った領域の一部の輝度を測定することで全体のライン上の輝
度を測定したことに等しくなる。
【００２４】
　また、上記の導光手段は特に設けなくても、液晶表示パネルからの照射光を直接受光し
得る場所に受光素子を設けてもよい。
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【００２５】
　例えば、受光素子は、上記液晶表示パネル表示面の表示領域外を覆うベゼル部の、液晶
表示パネルの表示面の表示領域外に対向する面であって、該液晶表示パネルの表示面から
の照射光を受光し得る位置に設けられていてもよい。
【００２６】
　これにより、導光手段を設ける必要がなくなるので、輝度データ取得装置の構成要素を
減らすことができる。
【００２７】
　以上、輝度データ取得装置を用いれば、液晶表示パネルにおける輝度ムラ発生位置を正
確に特定することができるので、該輝度データ取得装置を液晶表示装置に適用すれば表示
品位の高い画像を表示することが可能となる。
【００２８】
　そこで、本発明の液晶表示装置は、液晶表示パネルと、上記液晶表示パネルに映像信号
を供給する映像処理回路と、上記液晶表示パネルの表示領域からの照射光を受光する受光
部の受光量に応じて予め設定された輝度値を輝度データとして取得する上記輝度データ取
得装置とを備え、上記映像処理回路は、上記輝度データ取得装置で取得した輝度データを
用いて、上記映像信号の輝度を調整して、上記液晶表示パネルに供給することを特徴とし
ている。
【００２９】
　これにより、輝度ムラに起因する表示品の低下を抑制できるので、表示品の高い表示を
行うことのできる液晶表示装置を実現することができる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明に係る輝度データ取得装置は、以上のように、液晶表示パネルの表示領域からの
照射光を受光する受光部の受光量に応じて予め設定された輝度値を輝度データとして取得
する輝度データ取得装置において、上記受光部は、上記液晶表示パネルのソースライン単
位および／またはゲートライン単位で受光することで、輝度ムラの発生ラインの特定を短
時間で、且つ正確に行い、輝度ムラに起因する表示画像の劣化を招来しない液晶表示装置
を提供することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明の実施の形態について説明すれば、以下の通りである。
【００３２】
　図１は、本発明の一実施の形態を示す液晶表示装置としてのＴＦＴパネル部１００の概
略断面図である。
【００３３】
　上記ＴＦＴパネル部１００は、図１に示すように、表ガラス基板１００ａと、裏ガラス
基板１００ｂとの間に、上記表ガラス基板１００ｂ側から順に、ＴＦＴ部１００ｃ、液晶
層１００ｄ、カラーフィルタ１００ｅが積層された構成となっている。
【００３４】
　すなわち、上記ＴＦＴパネル部１００は、図１に示すように、映像表示に寄与する表示
部としてのＴＦＴ部１００ｃ、上記ＴＦＴ部１００ｃの背面側に設けられた液晶層１００
ｄ及びカラーフィルタ１００ｅを有する一般的なカラーＴＦＴ液晶表示パネルからなる。
【００３５】
　上記表ガラス基板１００ａには、上記ＴＦＴ部１００ｃからの照射光を受光するための
受光素子１０２が設けられている。
【００３６】
　上記受光素子１０２は、ＴＦＴパネル部１００における表示領域１０１以外の場所に設
けられており、例えば、図２に示すように、表示領域１０１を構成している画素１１０と
は別に設けられている。詳細に述べれば、図２において、矢印Ｘ方向をゲートライン方向
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、矢印Ｙ方向をソースライン方向とした場合に、受光素子１０２は、ソースライン方向に
並んだ画素１１０の列の最上部の画素１１０に近接し、且つ、ゲートラインに沿って、各
ソースラインの画素列と一対一になるように配置されている。
【００３７】
　また、上記ＴＦＴパネル部１００は、液晶表示装置として構成する場合、図３に示すよ
うに、外周がシャーシ１１で覆われる。上記シャーシ１１には、ＴＦＴパネル部１００に
おける表示領域１０１以外の領域を覆うベゼル１１ａが設けられている。ここでは、ベゼ
ル１１ａとＴＦＴパネル部１００との間には所定の間隙が設けられている。
【００３８】
　上記シャーシ１１のベゼル１１ａのうち、上述した透明基板１００ｂに設けられた受光
素子１０２を覆うベゼル１１ａのＴＦＴパネル部１００に対向する面には、図１に示すよ
うに、ＴＦＴ部１００ｃからの照射光を反射して受光素子１０２に導くための導光部材で
ある反射ミラー１０３が設けられている。
【００３９】
　上記反射ミラー１０３は、受光素子１０２に対応するＴＦＴ部１００ｃにおけるソース
ライン上の領域からの照射光を当該受光素子１０２に導く位置に配置されている。なお、
受光素子１０２に導かれる照射光は、各受光素子１０２にそれぞれ対応するソースライン
上の全領域からの照射光であることが好ましいが、同一ソースライン上の領域であれば全
領域からの照射光ではなく、一部の領域の照射光であってもよい。
【００４０】
　なお、ベゼル１１ａとＴＦＴパネル部１００との間隙の長さは、反射ミラー１０３の厚
み、反射ミラー１０３がＴＦＴ部１００ｃからの照射光を受光素子１０２に適切に導くこ
とが可能となる厚みを考慮して決定される。
【００４１】
　上記受光素子１０２は、例えば、フォトダイオードやフォトトランジスタからなり、受
光量に応じた電気信号を出力するようになっている。
【００４２】
　上記のＴＦＴパネル部１００は、受光素子１０２はＴＦＴパネル内のＴＦＴ素子と同じ
工程で同時に製造する。なお、受光素子１０２を含めたＴＦＴパネル部１００の製造方法
は、一般的なＴＦＴパネルの製造方法と同じであるので、詳細な説明は省略する。
【００４３】
　ところで、ＴＦＴパネル部１００に対して全てのソースラインに同一階調の映像信号を
供給した場合、当該ＴＦＴパネル部１００において表示される映像の輝度は均一のはずで
ある。
【００４４】
　しかしながら、一般的なＴＦＴパネル部１００では、輝度が均一にならずムラが生じる
。このムラは、例えば、図３に示すように、表示領域１０１において、矢印Ｙ方向（縦方
向）に一様に輝度値が基準輝度値よりも低いあるいは高い領域が生じ、輝度ムラ１０１ａ
となって観察者によって認識される。
【００４５】
　上記輝度ムラ１０１ａは、周期的に現れるのではなく、図３に示すように、矢印Ｘ方向
に不定期に現れる。また、輝度ムラ１０１ａは個体差により、生じる位置が異なる。この
ため、ＴＦＴパネル部１００におけるソースライン毎に輝度値を測定して、測定値が基準
輝度値からどの程度相違しているのかをＴＦＴパネル部１００毎に把握して、輝度ムラ１
０１ａとなる領域を特定し、ＴＦＴパネル部１００に入力される映像信号を補正する必要
がある。
【００４６】
　本実施の形態では、上述したように、受光素子１０２をソースライン毎に設けておき、
それぞれのソースラインに対応する領域からの照射光を、受光素子１０２で受光して、受
光量に応じた電気信号を出力し、この電気信号を輝度データとしている。
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【００４７】
　上記輝度データを利用する液晶表示装置としては、例えば、図４に示す液晶表示装置が
ある。上記液晶表示装置は、図４に示すように、ＴＦＴパネル部１００、タイミング制御
回路２００、映像信号処理回路３００を含んだ構成となっている。
【００４８】
　上記ＴＦＴパネル部１００は、液晶表示パネルと、該液晶表示パネルの表示領域の輝度
を測定するための受光部として上述した受光素子１０２（図１）とを備えた構成となって
いる。
【００４９】
　上記ＴＦＴパネル部１００は、上記映像信号処理回路３００からの映像信号が上記タイ
ミング制御回路２００を介して供給されることで、所望の表示を行うようになっている。
なお、上記タイミング制御回路２００においては、予めＴＦＴパネル部１００の各受光素
子１０２から得られた輝度値から、ソースライン毎に入力される映像信号の輝度を調整し
たうえで、映像信号をＴＦＴパネル部１００に供給している。このタイミング制御回路２
００についての詳細は後述する。
【００５０】
　ところで、本実施の形態では、受光素子１０２は、図１に示すように、表ガラス基板１
００ａに設けたが、これに限定されるものではなく、例えば、図５に示すＴＦＴパネル部
１００’ように、ベゼル１１ａのＴＦＴパネル部１００の対向面に設けてもよい。この場
合、ＴＦＴ部１００ｃにおける表示領域１０１からの照射光を反射させることなく、直接
受光することができるので、構成要素を少なくすることができる。
【００５１】
　上記タイミング制御回路２００は、図６に示すにように、輝度調整回路４００、映像デ
ータ補正回路５００、パネルデータ送信回路６００、タイミング生成回路７００を備えて
いる。
【００５２】
　上記輝度調整回路４００は、ＴＦＴパネル部１００に入力される映像信号の輝度を調整
する回路であって、色階調拡張回路（階調拡張手段）４０１と、メモリ（記憶手段）４０
２とを含んでいる。この輝度調整回路４００の詳細については後述する。
【００５３】
　上記輝度調整回路４００によって、ライン毎に輝度調整された映像信号は、映像データ
補正回路２００に供給される。ここで、ラインとは、ＴＦＴパネル部１００におけるＴＦ
Ｔ部１００ａに設けられたソースラインを示す。
【００５４】
　上記映像データ補正回路５００は、輝度調整回路４００によって輝度調整された映像信
号に対して、さらに、ガンマ補正回路、色調補正回路、輪郭補正回路等における補正処理
を行い、補正映像データを、後段のパネルデータ送信回路６００及びタイミング生成回路
７００に供給する回路である。
【００５５】
　上記パネルデータ送信回路６００は、映像データ補正回路５００から供給される補正映
像データのうち、ＴＦＴパネル部１００の表示に必要なパネルデータを抽出して、ソース
駆動回路（図示せず）に送信する回路である。
【００５６】
　一方、上記タイミング生成回路７００は、映像データ補正回路５００から供給される補
正映像データに含まれるタイミング情報から、ＴＦＴパネル部１００に供給するパネルデ
ータを送り込むタイミングを図るためのタイミング信号を生成する回路である。
【００５７】
　すなわち、上記タイミング制御回路２００は、入力された映像信号の輝度を適切に補正
し、補正後の映像データからパネルデータと、タイミング信号とを生成して、それぞれを
ソース駆動回路に供給するようになっている。
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【００５８】
　なお、図６に示すタイミング制御回路２００では、輝度調整回路４００が映像データ補
正回路５００の前段に設けられた例を示しているが、輝度調整回路４００が映像データ補
正回路５００の後段に設けられていてもよい。
【００５９】
　ここで、上記輝度調整回路４００について図７（ａ）（ｂ）を参照しながら以下に説明
する。
【００６０】
　上記輝度調整回路４００は、図７（ａ）に示すように、色階調拡張回路（階調拡張手段
）４０１とメモリ(記憶手段）４０２とを含んでいる。
【００６１】
　上記色階調拡張回路４０１は、ＴＦＴパネル部１００における、映像信号が入力される
ライン毎に、８ビット階調の映像信号を擬似的に１０ビット階調の映像信号に拡張処理す
る回路である。例えばＦＲＣ（Ｆｒａｍｅ　Ｒａｔｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）回路が好適に使
用できるが、階調を擬似的に拡張する回路であれば、他の回路であってもよい。例えば、
ＦＲＣ回路の例として、時間を４分割して下位２ビット分の階調を表現することで、８ビ
ット階調表示可能なＴＦＴパネル１において擬似的に１０ビット階調表示を行わせる回路
がある。
【００６２】
　上記色階調拡張回路４０１は、図７（ｂ）に示すように、２５６階調で示された８ビッ
ト入力の映像信号を１０ビット階調の１０２４階調に拡張して、拡張した擬似１０２４階
調から、上記メモリ４０２に記憶されている２ビットの輝度調整用データに基づいて、２
５６階調分を選択して擬似１０ビット出力とする回路である。
【００６３】
　上記メモリ４０２は、上記ＴＦＴパネル部１００における、映像信号が入力されるライ
ン毎に予め設定された２ビットの輝度調整用データを記憶している記憶手段である。記憶
手段としては、ＲＡＭ、ＲＯＭ等が適用可能であるが、できるだけ読み出し速度の速い記
憶手段を用いるのが好ましい。
【００６４】
　上記メモリ４０２内において、２ビットの輝度調整用データは、例えば図８に示すよう
に、ＴＦＴパネル部１００のソースライン毎に格納されている。
【００６５】
　上記色階調拡張回路４０１は、上記メモリ４０２に格納されている輝度調整用データを
ソースライン毎に読み出して、読み出した輝度調整用データに基づいて、当該ソースライ
ンに入力される映像信号の階調を、拡張した階調の何れかに割り当てるようになっている
。
【００６６】
　具体的には、上記のように輝度調整用データが２ビットのデータである場合、２ビット
のデータは、”００”、”０１”、”１０”、”１１”の４種類に分類できるので、８ビ
ットの映像信号の一つの階調（ｎ階調：ｎ＝０～２５５の整数）に対して、１０ビットの
映像信号の階調４つ（４ｎ階調、４ｎ＋１階調、４ｎ＋２階調、４ｎ＋３階調）が割り当
てられることになる。
【００６７】
　ここでは、輝度調整用データ”００”は、階調変更無しを示し、”０１”は、階調を１
０ビット階調にした場合に１段上げることを示し、”１０”は、階調を１０ビット階調に
した場合に２段上げることを示し、”１１”は、階調を１０ビット階調にした場合に３段
上げることを示している。すなわち、図５において、１０ビット階調の４ｎ階調には”０
０”が対応付けられ、４ｎ＋１階調には”０１”が対応付けられ、４ｎ＋２階調には”１
０”が対応付けられ、４ｎ＋３階調には、”１１”が対応付けられている。
【００６８】
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　つまり、入力された８ビット階調の映像信号の階調数がｎ＝０の場合であれば、１０ビ
ット階調では、０階調、１階調、２階調、３階調の４つが割り当てられる。そして、ソー
スラインにおいて階調変更は必要無しを示す輝度調整用データが”００”であるとき、上
記ｎ＝０の８ビット階調映像信号は、１０ビット階調の０階調に割り当てられることにな
る。
【００６９】
　このように、輝度調整用データが２ビットのデータである場合、一階調につき、４つの
階調の中から一つの階調を選択することになるので、８ビット階調のまま輝度調整を行う
場合では、階調が６ビット階調に減少するが、上述のように、１０ビット階調に拡張すれ
ば、階調は８ビット階調のままにすることができる。
【００７０】
　なお、本実の形態では、輝度調整用データを２ビットにした場合について説明したが、
これに限定されるものではなく、例えば、輝度調整用データを４ビットにしてもよい。こ
の場合、一階調につき、１２階調の中から一つの階調を選択することになる。このように
、輝度調整用データのビット数を増やすことで、階調の補正の範囲を広げることが可能と
なる。
【００７１】
　上記のように、本実施の形態では、ＴＦＴパネル部１００には輝度データを取り出して
輝度調整用データを生成するための輝度データ取得装置を構成する受光素子１０２が設け
られており、この受光素子１０２から各ラインの輝度値を取得して輝度ムラの発生ライン
を特定できるので、ＴＦＴパネル部１００の生産時に手動で輝度ムラの発生ラインを特定
していたのを、自動で輝度ムラの発生ラインを特定することができる。
【００７２】
　しかも、上記受光素子１０２は、ＴＦＴパネル部１００の生産後も残るので、該ＴＦＴ
パネル部１００を搭載した液晶表示装置において、各ラインの輝度値の変化をリアルタイ
ムで観察することが可能となる。
【００７３】
　これにより、定期的に輝度ムラに対して決定される補正量を常に正しく調整することが
可能となり、経年変化に伴う表示品位の低下をできるだけ少なくすることができる。この
結果、液晶表示装置の耐用年数を長くすることが可能となる。
【００７４】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　液晶表示パネルのように、輝度ムラが生じる可能性のある表示パネルに適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、受光素子を備えた液晶表示装置の概略断面
図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置において、受光素子と画素との位置関係を示した平面図
である。
【図３】図１に示す液晶表示装置のＴＦＴパネル部の平面図である。
【図４】図１に示す液晶表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の他の実施形態を示すものであり、受光素子を備えた液晶表示装置の概略
断面図である。
【図６】図４に示す液晶表示装置に備えられたタイミング制御回路の要部構成を示すブロ
ック図である。
【図７】（ａ）は、図６に示すタイミング制御回路内の輝度調整回路の要部構成を示すブ
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る図である。
【図８】図７（ａ）に示す輝度調整回路に備えられたメモリにおいて輝度調整用データを
格納した状態を示す図である。
【符号の説明】
【００７７】
１１　シャーシ
１１ａ　ベゼル
１００　ＴＦＴパネル部
１００ａ　ＴＦＴ部
１００ｂ　ＴＦＴパネル部
１００ｂ　透明基板
１００ｃ　光学シート
１０１　表示領域
１０１ａ　輝度ムラ
１０２　受光素子
１０３　反射ミラー
１１０　画素
２００　タイミング制御回路
２００ａ　ＴＦＴ部
２０１　表示領域
２０２　受光素子
３００　映像信号処理回路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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